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ソース情報の分離と利⽤者のタスクに基づく共通情報
提供元からのソースデータは来歴情報明記の上でそのまま保持
利⽤者の4つのタスクの観点で共通情報を⽣成

Find：発⾒＝タイトル、キーワードなどによる検索（標⽬、アクセスポイント）‣  
Identify：識別＝⽰されている対象が何なのか、求めている（既知の）コンテンツか
どうか判断できる情報

‣  

Select：選択＝（検索結果などの）選択肢のうち、対象が求めている（未知の）コン
テンツかどうかを判断できる情報。識別より広い意味での記述

‣  

Obtain：取得＝⽰されている（選択した）対象を取得する⼿段（の情報）の提供‣  

共通情報とタスク
いつ、どこで、だれが、何を（→特に発⾒タスク）を基本にシンプルな項⽬設定
単純プロパティと構造的プロパティの併置（識別、選択タスク）
提供＝アクセス情報の充実（取得タスク）
アプリケーションによる活⽤も踏まえた情報形態（Linked Data）
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共通情報とソースデータ/情報
利⽤者タスクに基づき、共通利⽤や付加価値を持つ再利⽤のための項⽬をマッピング
共通情報項⽬の1つとして「ソース情報」を持ち、ソースデータをそのまま保持

ソースデータはJSONに変換して保持し、単純検索、全⽂検索などでも利⽤‣  

Europeana、DPLAとの関係
Europeana、DPLAともに収集データとそれを整理した共通データを分離して扱っている

Europeanaは提供元に⼀定の標準モデル準拠を求める。DPLAは複数形式を許容‣  
Europeanaは値の正規化、Linke Data化を重視。ジャパンサーチはより多様な活⽤が可能なモ
デルを⼯夫

共通情報の基本項⽬

基本項⽬ 内容
タイプ コンテンツの基本区分（図書、絵画、標本など）

名称 タイトル、別名、読みなど検索対象とする名前

寄与者関係 コンテンツに寄与した⼈／組織（作者、発⾏者、出演者など）

場所関係 場所に関する情報（発⾏地、制作地など）

時間関係 時間に関する情報（制作年、対象時期など）

主題／区分 主題・分類／カテゴリー

識別⼦,⾔語 ISBNなどの識別⼦、コンテンツの記述⾔語

サムネイル画像 コンテンツの特徴を確認するための画像（提供元とは別にサムネイルを保持）

記述 コンテンツの物理的特徴・素材等の記述、個別項⽬に収録できない情報

上位コンテンツ 現在のコンテンツがその⼀部である上位コンテンツ（公⽂書などの資料階層）

提供情報 コンテンツの提供・アクセス、ライセンスに関する情報

ソース情報 ソースデータおよびその提供者に関する情報
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単純プロパティと構造化プロパティの併⽤
監督、脚本＝太⽥隆⽂；撮影＝三本⽊久城というメタデータがある時

→ 単純プロパティ：作者は共通のプロパティcreatorで調べたい。関与した⼈は⼀括して
contributorで調べたい（発⾒）→原則としてSchema.orgを使⽤

→ 構造化プロパティ：監督、照明といった元データの項⽬情報も⽣かしたい（識別、選択）→
必要に応じて独⾃語彙
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「いつ」に関する情報を集約する
制作、収集、内容（対象時代）を区別せずに時間関係として扱う（発⾒）
構造化プロパティで関係の違いを⽰す（識別、選択）

値は年を単位に正規化し、元記述が⽉⽇まで含むなどの場合は構造化情報に保持する‣  

時間を⽂字列ではなくURIで表し、⻄暦と和暦、時代区分の対応などを「時間オントロ
ジー」としてまとめる

時間範囲もtd:1868_1913のようなURIを介して開始年、終了年を構造化すること
で、単⼀年の値と同様に処理できる（DPLAでも時間範囲は構造化）

‣  
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「どこで」に関する情報を集約する
時間軸と同じく、空間（場所）関係を⼀括して扱う（発⾒）
関係の違いは構造化プロパティで⽰す（識別）
同じ関係（たとえば「制作」）により、同じ関係を持つ時間、場所、関与者などが結びつく
場所を都道府県単位（国単位）で正規化→地域活性化のためのデータ利⽤

5



コンテンツにアクセスするための情報
提供者（保管者）の情報
提供者のコンテンツ概要ページなどへのリンク

アクセス情報とソース情報の提供者は、⼀致する場合もあれば、異なる場合（つなぎ
役がソース情報提供者）もある

‣  

提供者においてコンテンツを確認するための識別⼦（請求記号など）

デジタルコンテンツにアクセスするための情報
画像や動画など、コンテンツをデジタル化したもののURL

デジタルコンテンツURLは複数となる（さらに提供者も複数）場合もある‣  
デジタルコンテンツ利⽤のための技術情報（フォーマットなど）
デジタルコンテンツ利⽤のためのライセンス情報
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コンテンツ⾃⾝のライセンス
メディア芸術におけるライセンス記述の標準化と⼀括提供

デジタル化したコンテンツのライセンス（案）
提供元毎などに標準ライセンスを決めて⼀括記述

統合プラットフォームで情報が得られるものは原則としてCC0にするなど‣  
特別なライセンスが必要な例外のみ、オブジェクトの情報として記述

ブラウザなどでの表⽰の際には、標準ライセンスの場合もアイコンなどで明⽰する‣  

メタデータに関するライセンス
共通情報はすべてCC0
ソースデータも統合プラットフォームで提供できるものはCC0

データの品質と正規化
提供元データの記述⽅法のばらつき、表記の揺れについて、どこまで厳密に正規化するか

→ 発⾒タスク、特に「いつ」「どこで」「だれが」については可能な限り正規化し、URIとし
て扱う。Linked Dataも念頭に

→ 識別、選択情報は原則として正規化せず、ソースデータを⽣かす
プロパティも無理にマッピングせず、汎⽤プロパティに導⼊句付きの値で‣  

単⼀フィールドに複数値が⼊ると正確な処理が困難
区切り⽂字による複数値、（）を⽤いた読み、URLと表⽰名の併記など‣  

利活⽤のための提供データの調整と補完
名前（ラベル）は必須。提供されない場合はIDなどから⽣成する
コンテンツの基本区分であるタイプは、選択のために必須。あらかじめ定義したタイプが提
供される⽅向へ調整したい
ライセンスは、提供元ごとに基本（デフォルト）ライセンスを設定したい
場所情報はサンプルデータでは提供例が少ないが、利活⽤に有益。提供機関の所在地を適⽤
することも
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